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25 歳のときに生まれた長女と。
この子も今は高校生。

「Forbes JAPAN CIO
Award 2024―2025」に
おいて、「次世代のテク
ノロジーリーダー」とし
てチェンジレガシー賞を
受賞。

2020 年頃から講演依頼が増え、今は年に 20回を超える依
頼がある。写真は 2022 年の収録シーン。

子どものころからの好奇心が今の原動力に

大阪で生まれ育った太古さん。無限という、一度聞
いたら忘れられない名前は、父が命名した。「苗字と
名前のバランスやインパクトを重視してつけてくれた
名前だそうです。もちろん奇抜な名前なので、それが
ハンディキャップになるかもしれない。『でも、この
子ならきっと乗り越えられる』と思ったそうです」
心配は杞憂に終わり、この名前でいじめられること
はなかった。「みんなにカッコいい名前ですねと言わ
れます」と、本人も気に入っている。
保育園のころからプラモデルを作るのが好きだった
太古さん。ミニ四駆にも夢中になり、「いつも“どう
したらもっと速く走るか”を考えていました」
子どものころから“改善思考”を持っていたようだ。
中学時代は家庭教師の助言を受けて効率的に学び、
高校では男子校で仲間とボウリングや食事に行く毎日
を楽しんだ。「取り立てて目立つタイプではありませ
んでしたが、アイデアマンで、面白い遊びを考えたり、
サプライズパーティを企画したりしていた記憶はあり
ます」。その発想力は今にもつながっている。
大学受験では、担任の先生の勧めで東京理科大学へ。
「関西の大学を考えていたんですが、『お前なら理科
大が合っている』と言われて。親元を離れるのもいい
経験になると思いました」
「振り返ってみれば、私は人の助言や提案に素直に
従って生きてきたように思います。高校進学も大学進
学もそうでしたし、MBAをとったのも先輩に勧めら
れたのがきっかけです」
それは、決して太古さんが人に流されやすいわけで
はなく、「何でもやってみることが大事」だと思って
いるからだ。
「よく父に、食べたことがないものを嫌いと言った
り、やったことないことをつまらないと言うなと言わ

れたものです。何でもやってみないとわからない、や
る前から判断をしてはいけないという教えだったのだ
と思います」
素直に何でもやってみるからこそ、未知のことに出
会う機会も増えるし、知らなかった魅力が見えてくる。

高校生へ──「新しい学び方を恐れないで」

理科大を目指す高校生へのメッセージを聞いた。
「理科大は“考える力”を鍛えられる大学。答えが
一つではない問題に対し自分なりの根拠をもって挑む。
社会に出てから本当に必要なのはその力です」
そして、こう続けた。
「僕がMBAを取ったときも、AI を始めたときも、
最初は何もわかりませんでした。でも学び方を学べば、
どんな新しい分野でも踏み出せます。知らない世界を
恐れず、一歩踏み出してほしい」
太古さんは今、データと人をつなぐ橋渡し役として、
ダイハツのDXを推進している。
「よい商品を作って世の中の人に良い体験をしても
らいたい。そのためにはAI は不可欠です。だれでも
当たり前にAI を使いこなし、自分の環境を自分で良
くしていける、そんな未来を信じています」
その信念が、今日も新しい一歩を生み出している。

八面六臂とは、太古さんのような人をいうのでは
あるまいか。理工学部出身でありながら、データサ
イエンスの分野に転身、MBAも取得し、本業の他
にも社内で勉強会を組織したり、大学講師を務めた
り、さらに京都大学 ELP（エグゼクティブ・リー
ダーシップ・プログラム）に通うなど、あくなき挑
戦は続いている。3年後、5年後の太古さんはまた
違う姿を見せてくれるかもしれない。

取材を終えて フリーライター／石井栄子
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